
平成２５年３月２２日



宇宙開発利用大賞（仮称）
の創設
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１．目的

宇宙基本計画における
「利用の拡大」を促す

宇宙開発利用の推進に多大
な貢献をした優れた成功事
例の功績をたたえる

• 我が国の宇宙開発利用の更なる進展
• 宇宙開発利用に対する国民の認識と理
解の醸成

に寄与

3



① 商品・サービスを提供し、宇宙の利用拡大に成果を上
げた個人又は団体

② 今後の宇宙利用の拡大に成果が期待できる独創的
な宇宙利用方法の考案等を行った個人又は団体

③ 中小企業、大学等で、優れた技術を保有し、我が国
宇宙産業の発展に貢献している個人又は団体

④ 優れた研究開発を行い、宇宙の開発利用に貢献して
いる個人又は団体

⑤ 教育、広報や地域のまちづくり等において、宇宙の開
発利用に貢献している個人又は団体

２．表彰の対象
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以下の大臣賞等を設置。

・内閣総理大臣賞

・内閣府特命担当大臣（宇宙政策）賞

・総務大臣賞

・文部科学大臣賞

・経済産業大臣賞

・国土交通大臣賞

・環境大臣賞

・防衛大臣賞

・宇宙航空研究開発機構理事長賞

３．表彰の種類
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（１）募集方法

内閣府宇宙戦略室からの公募（自薦他薦不問）

（２）選考委員会

有識者３名程度 ＋ 大臣賞設置府省の課長級及び
JAXAの部長級８名程度

４．事例の募集・選考
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３月 大賞の実施につき公表

５月 内閣府宇宙戦略室から公募の発出（予算成立後実施予定）

８月 選考委員会による選考

９月 受賞者の決定

１０月１０日（想定） 表彰式

（参考）10月4日～10日 世界宇宙週間

２年目以降：２５年度の実績を踏まえ、
毎年又は隔年で実施予定

５．スケジュール
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私達は、言葉を喋りながらその声を耳で聞き、脳内で照合
して適切に発話していることを確認しています。



人工的な遅れ（0.2秒程度）を乗せて自分の声を聞くと、脳
がうまく喋れていないと勘違いしてしまいます。



速く喋りすぎたり、時
間オーバーしたとき
に、強制的に喋りに
くくすることができる
かも？



ずっと喋り続ける人や野
次を飛ばす人を、

議長が「静粛に」できる
ボタンを作れるかも？



携帯型の装置にでき
れば、会話のマナーを
守らない人を強制力を
もって注意できるか
も？
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